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第１回 だから、ピーター・リンチって誰！？ 

 
ファンドマネージャーにとって憧れの存在であり、最も尊敬を集めている人物がピータ

ー・リンチです。ピーター･リンチはフィデリティマネジメント＆リサーチ社（フィデリテ

ィ社）のファンドマネージャーとして活躍し、彼が運用を担当した「マゼランファンド」

は、運用当初は 2,000万ドルだった資産が、彼の手によってわずか 13年で１４０億ドルに
まで成長したのです（年利 65.5％！）。 
ピーター･リンチは 1944 年１月に生まれました。父親はボストン大学の数学の教授でし
たが、ピーターが 10歳の時にガンで亡くなり、その後母の手一つで育ちました。少年時代
は家計を助けるためにゴルフのキャディのアルバイトをしていたそうです。実はピーター

が株式市場に触れたのはこの時が初めてで、コースを回るビジネスマンの成功話を聞くこ

とで株式市場に興味を持つようになりました。そしてこの時に知り合ったフィデリティ社

の社長ジョージ・サリヴァンの助言で、ボストン大学の４年生の夏休みの時にフィデリテ

ィ社でアルバイトをしました。ピーターはこのアルバイトで、企業調査とレポート作りの

仕事を任され、実務を吸収していったのです。 
ボストン大学を卒業し、ペンシルベニア大学のウォートン校のビジネススクールでＭＢＡ

を取得した後、1967年から 69年までの２年間韓国で兵役につき、そして 69年にフィデリ
ティ社に入社しました。ピーターは 74年にアシスタントディレクターからディレクターに
昇進し、77 年にはマゼランファンドの運用を任されるようになりました。そして前に述べ
たとおり引退するまでの 13年間で驚異的なパフォーマンスを達成し、その活躍はタイム誌
で「全米Ｎｏ．１ファンドマネージャー」と絶賛されました。 
ピーターは 90年にファンドの運用責任者の職を辞しました。現在はフィデリティ社の副
会長であるとともに様々な大学・公共団体のファンドの理事を務めています。 

 
 
◇ピーター・リンチの金言コーナー◇ 
・たとえ高名な音楽家の演奏であっても、ラジオで聞いたものにお金を払うことはない。 
・「追悼のラッパ」が鳴っている間は、決して復活にかけてはならない。 
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